
文化財レスキューマニュアル策定事業 

 

文化財・生涯学習課 

 

 

１ 事業目的 

文化財は県民共有の貴重な財産であるとともに、未来の子孫へ確実に引き継いでいかなければなら

ない財産であるが、近年、地震や火災等の発生により、貴重な文化財が失われている状況にある。 

文化財に対する防災対策や耐震対策等といった予防対策を進める一方、あらかじめ災害時等に文化

財を迅速に救出する仕組み等を作っておく必要がある。 

 

２ 事業内容 

（１）マニュアル策定及びレスキューリスト作成へ向けての検討委員会の開催 

〇 文化財レスキューマニュアルの策定 

文化財防災対策等検討委員会からの報告を踏まえ、文化財の種類に応じた保護、搬出の初期

対応をまとめる。文化財の保護、研究に携わる地域のグループや民間団体、博物館などの所在

を調査し、県、市町村の文化財行政所管課等と連携したレスキューのネットワークづくりを進

め、連絡先を盛り込む。 

〇 検討委員会の開催 

２回。委員は学識経験者、学芸員、文化財レスキュー作業経験者等を予定。  

 

（２）文化財の劣化等の状況や配置状況などレスキューの際に必要となる情報の収集 

  〇 レスキューリストの作成 

長野県文化財保護指導委員が実施する国、県指定文化財を対象とした「文化財パトロール」結

果を分析し、文化財の所在地、劣化などの状況や所有者・管理者の連絡先などをまとめる。   

 

（３）レスキュー作業に必要な資材及び備品の早急な整備 

  〇 購入予定資材、備品 

    組み立て式テント、ブルーシート、テンバコ型コンテナ、作業用ヘルメット等 

 

３ 平成３０年度予算額  ４４万４千円 

 


